
年度 2007 学期 前期 曜日・校時  木/５ 必修選択  選択 単位数  ２ 

授業科目/(英語名) キャリア概論 
（Introduction to Career Development） 

対象年次  １・２年次 講義形態  講義 教室  

対象学生(クラス等)     全学部         科目分類  総合科学科目 

担当教員(科目責任者) / 管原正志 /E メールアドレス：sugahara@net.nagasaki-u.ac.jp/研究室：教育学部 207 
担当教員：浜 民夫 /Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：BXU01050@nifty.com /浜 民夫 研究室（長崎駅前交通会館五階「若者自立支援長崎 
ネットワーク」内） /オフィスアワー：浜 民夫 講師にメールをして時間、場所を学内等に設定します。 

担当教員(オム
ニバス科目等) 

浜 民夫、土山勇、法師山克昌、深野浩平、森孝文、池松勢三郎、宮原泰治郎、 
扇道徳、小嶋紀博、倉橋和弘、坂元賢一、 

授業のねらい/授業方法（学習指導法）/授業到達目標 
〈授業のねらい：授業方法〉 
この授業は三部構成になっています。様々な分野で活躍している産業人，官庁，ＮＰＯ等の社会人から，①まず、所属する業
界の概要についての講義を受け、②次いで、現在、勤めている企業，官庁などで行われている多様な事業や仕事，職場の
業務や仕事の種類についての講義を受け、③最後に講師の職業経歴・キャリアについての講義を受けます。その上で、１つ
の企業や官庁にも仕事が多種類あって，それぞれの仕事はチ一ムで行われており，大学の専門課程で学んだことが直ちに
実業社会で役立つものではないが，やがて，役立つときが来る，ということを実践的に学んでもらうことを目的とします。 

〈授業到達目標〉 
学園生活から社会に軟着陸するために必要な、職業や仕事のことなどの、社会人としての基礎について学ぶ。 

授業内容(概要) /授業内容 
  
回  月日  業 種 等 内 容 等 講 師 等

１ 4/12 基礎１ 学ぶことの意義、働くことの意義そして自立に向けて
～ニ一ト・フリ一タ一研究１～ 

浜 民夫 
元長崎大学環境科学部 教授 

２ 4/19 総合人材サービス業 
就職支援  

毎日コミュニケーションが行っている事業と仕事を理
解する ～企業・業種・職種研究～ 

土山 勇 
毎日コミュニケーションズ 
九州キャリアサポート課長 

３ 4/26 製造業 
金属加工業 

九州スチールセンターと造船業の現状及び大学生への
アドバイス 

法師山克昌 (株)九州スチール
センター代表取締役社長 

４ 5/10 金融業 中央銀行の業務内容と地域経済に果たす役割について 深野浩平 
日本銀行長崎支店長 

５ 5/17 卸小売業 
百貨店 

浜屋百貨店の現況と百貨店の多様な業務について 森 孝文 
㈱浜屋百貨店 取締役総務部長 

６ 5/24 基礎２ 
 

国際化、規制緩和、産業構造の変化そして働くことの
形～ニ一ト・フリ一タ一研究２～ 

浜 民夫 

７ 6/7 基礎３ 仕事と職業と産業とインタ一ンシップ～ニ一ト・フリ
一タ一研究３～ 

浜 民夫 

８ 6/14 電力業 
 

九州電力の事業と多様な仕事と職務について 池松勢三郎 
九州電力長崎支店長 

９ 6/21 金融業 
 

地方銀行の現状及び業務内容等について 宮原 泰二郎 
十八銀行（株）常務取締役 

10 6/28 建設コンサルタント
業、IT 事業 

地元企業の課題 
～扇精光の企業文化とブランドの確立、今、学校教育
に求める学生像～ 

扇 道徳 
扇精光(株)取締役会長 

11 7/5 基礎４ 私たちの働く場の労働環境と労働法～格差社会とニ一
ト・フリ一タ一～ 

浜 民夫 

12 7/12 広告サービス業就職支
援（日経就職ナビ） 

ディスコ（日経就職ナビ）が行っている事業と経済新
聞の読み方 

小嶋紀博 
㈱ディスコ西部支社課長代理 

13 7/19 サービス業 
総合リゾート業 

ハウステンボスの多様な事業と仕事及び職場～総合リ
ゾート業の仕事と課題～ 

倉橋和弘 更生会社ハウステン
ボス株式会社 執行役員管理本
部長 

14 7/26 サービス業 
就職支援 

インターネット時代の広告・情報ビジネスの現状と 
就職支援～リクルートが行っている事業の成り立ちと
将来形 

坂元賢一 
リクルート九州支社ＧＭ 

15 8/2 まとめ 進路選択にあたって～体験談を交えて 
・ 就職・大学院進学・その他 

浜 民夫 

キーワード 職業、仕事、進路、社会人基礎、自主自立 
教科書・教材・参考書 授業計画に沿ってパワーポイント、OHP、ビデオを使用したり、プリント、資料を配付する。参考書は紹

介する。 

成績評価の方法・基
準等 

全１５回の課題レポートの平均点を考慮して評価する。 
 

受講要件(履修条件)  

本科目の位置づけ 

/学習・教育目標 

 

備考(準備学習等)  

 


